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本
書
は
人
間
観
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
の
下
、
近
現
代
（
一
四
己
○
二
①
ヨ
ー
芯
）
の

出
発
点
に
位
置
す
る
デ
カ
ル
ト
思
想
か
ら
、
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
マ
ニ
ア
』
『
働

き
マ
ン
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
人
気
漫
画
家
安
野
モ
ョ
コ
ま
で
、
大
変
幅
広

い
領
域
を
カ
バ
ー
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
ま
た
執
筆
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て

も
、
一
般
読
者
を
意
識
し
た
平
易
さ
を
旨
と
し
な
が
ら
幅
広
さ
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
第
三
章
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
間
論
１
１
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
？
」
は
通
常
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
論
述
ス
タ
イ
ル
に
極
め
て
忠
実
な

も
の
と
言
え
よ
う
が
、
第
七
章
「
ト
レ
ン
デ
ィ
作
家
」
と
し
て
の
田
山
花

袋
に
は
「
現
代
に
生
き
て
い
れ
ば
、
女
子
ア
ナ
に
で
も
な
り
た
が
る
よ
う

な
人
物
で
あ
る
」
と
い
っ
た
、
（
良
い
意
味
で
）
く
だ
け
た
表
現
が
見
ら
れ

る
。
構
成
に
関
し
て
は
、
前
半
（
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
）
の
哲
学
と

後
半
（
第
六
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
）
の
（
日
本
及
び
フ
ラ
ン
ろ
文
学

と
に
分
か
れ
、
時
系
列
に
従
っ
て
順
次
配
列
さ
れ
て
い
る
。
但
し
各
章
に

は
編
者
に
よ
る
「
併
せ
て
読
ん
で
も
ら
い
た
い
章
」
、
「
参
照
し
て
欲
し
い

資
料
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
は
、
単
純
に
時
系

列
に
沿
っ
て
人
間
観
の
系
譜
を
辿
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
時
に
現
代
へ
と

飛
び
、
時
に
時
間
を
遡
り
、
分
野
の
垣
根
を
越
え
、
本
書
で
は
扱
わ
れ
な

か
っ
た
思
想
家
・
作
家
、
ジ
ャ
ン
ル
へ
と
目
配
せ
す
る
こ
と
を
促
さ
れ
る
。

【
図
書
紹
介
】

『
人
間
〉
の
系
譜
学
１
１
近
代
的
人
間
象
の
現
薩
と
未
来
』

田
卜
孝
一
・
黒
木
朋
興
・
助
川
幸
逸
郎
編
東
海
大
学
出
版
会
一
一
○
Ｏ
八
年

長
谷
川
悦
宏

こ
の
よ
う
に
本
書
は
近
現
代
の
人
間
観
を
考
察
す
る
上
で
、
幅
の
広
さ
、

視
界
の
広
さ
を
そ
の
特
徴
と
す
る
の
だ
が
、
（
編
者
の
意
図
し
た
こ
と
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
）
一
定
の
統
一
性
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
我
々

が
生
き
て
い
る
日
常
、
現
実
、
社
会
に
定
位
す
る
こ
と
、
或
い
は
そ
れ
ら

と
格
闘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
人
間
観
が
展
開
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
も
っ
と
も
人
間
観
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
の
性
質
上
、
人
が
生
き
る
日

常
、
取
り
巻
く
社
会
が
主
要
な
関
心
と
な
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
例
え
ば
ヌ
カ
イ
フ
ッ
ク
」
Ⅱ
超
越
で
は

な
く
、
「
ク
レ
ー
ン
」
Ⅱ
平
凡
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
立
脚
す
る
ス
ピ
ノ
ザ
と
、

仮
面
の
下
、
フ
イ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
生
を
創
作
Ⅱ
生
き
る
三
島
由
紀
夫
と
の

間
に
は
、
日
常
、
現
実
の
捉
え
方
、
姿
勢
に
お
い
て
な
ん
と
大
き
な
溝
が

横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
。
し
か
も
本
書
で
も
正
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
決
し
て
古
臭
い
既
に
乗
り
越
え
ら
れ
た
思
想
家

な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

本
書
は
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
に
沈
潜
す
る
だ
け
、
或
い
は
最
新
の

議
論
に
憂
き
身
を
や
つ
す
だ
け
で
は
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
良
書
で
あ

り
、
近
代
の
人
間
像
を
模
索
す
る
上
で
多
角
的
・
重
層
的
視
点
を
提
供
し

て
く
れ
る
本
邦
に
お
い
て
は
他
に
類
を
見
な
い
ニ
ー
ー
ク
な
論
文
集
で
あ

る
。
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